




木材需給動向について
（北海道地区）

令和３年１月
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注１：北海道はカラマツ（工場着価格）。径級は24.0cm程度、長さは3.65～4mの中目原木。
注２：都道府県が選定した特定の原木市場・共販所の価格。
資料：林野庁木材産業課調べ

・例年秋から12月頃まで原木価格は上昇する傾向にあるが、本年は高騰する場面もあるものの、例年並みとならない
地域が見られる。

・本年１月のスギ原木価格は、対前年比17％減～11％増。

１ 価格の動向 （１）直近の価格推移 （原木市場・共販所）
ア スギ（全国） φ24cm程度、3.65～4.0m（平成30年12月～）
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R2.1 R3.１ R3.1/R2.1

北海道 11,200 10,600 -5%

秋田県 14,000 14,130 1%

栃木県 12,800 13,820 8%

長野県 12,000 10,000 -17%

岡山県 12,000 11,000 -8%

高知県 13,500 13,500 0%

熊本県 12,500 13,800 10%

宮崎県 11,700 13,000 11%
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原木市場・共販所における木材価格の推移 北海道 秋田県

栃木県 長野県

岡山県 高知県

熊本県 宮崎県
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原木市場・共販所における木材価格の推移

トドマツ長 3.65m

径 24～28cm

品等 込 （人工林材）
カラマツ長 3.65m

径 20～28cm 

品等 込
スギ長 3.65m

径 24～28cm 

品等 込

イ スギその他(北海道地区） φ24cm程度、3.65～4.0m（平成30年12月～）

資料：北海道「木材市況調査月報」

・トドマツ、カラマツ、スギ共に季節変動が無く、価格は概ね横ばいだが５月以降やや下落傾向が見られる。

３

R1.11 R2.11 R2.11/R1.11

トドマツ 12,400 11,900 96%

カラマツ 11,200 10,600 95%

スギ 9,200 9,100 99%



・製品価格は原木価格と異なり季節変動はないが、令和２年は価格の下落が見られる。ただし、10月以降は横ばいの傾向で、
スギ柱角・乾燥材の価格については地域によって回復が見られる。

(2) 製品価格の推移・動向

○ スギ柱角・乾燥材 105×105×3000mm [円/㎥]

○ ヒノキ柱角・乾燥材 105×105×3000mm [円/㎥] ○ スギ集成管柱 105×105×3000mm[円/本]

○ 針葉樹構造用合板 12×910×1820mm[円/枚]

※ヒノキ柱角・乾燥材は九州のみ、120×120×3000mm

横ばい ↓下落 ↑上昇

出典：日刊木材新聞
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州1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800

※スギ柱角・乾燥材は北海道のみ、エゾマツ・トドマツ105×105×3650mm
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資料：農林水産省｢製材統計｣

原木在庫量

原木入荷量

原木消費量

製材品生産量

製材品出荷量

製材品在庫量

２ 工場の原木の入荷、製品の生産等の動向
(1) 製材（全国）

○ 製材品の生産量、出荷量は昨年は年間を通じて大きな変化はなかった。令和２年５月以降緩やかに減少していたが、９月

から回復傾向。

○ 通常、原木の入荷量、消費量は、２、３ヶ月単位で、在庫量は半年単位で増減を繰り返す傾向にある。新型コロナウイルス

感染症等の影響により、令和２年４月以降の入荷量は減少するも、８月からは増加に転じている。
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資料：農林水産省｢製材統計｣

（１） 製材（北海道地区）

「製材統計」によると、北海道地区では、
・製材品の生産量、出荷量は令和元年は概ね７万㎥/月で推移したが、令和２年は概ね５万㎥/月に減少。
・原木の入荷量は半年単位で増減を繰り返す傾向があるが、本年は４月に急減して以降低位で推移。

製材品在庫量

原木入荷量

原木在庫量

原木消費量 製材品生産量

製材品出荷量
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資料：農林水産省｢合板統計｣

原木在庫量

原木入荷量

原木消費量合板出荷量

合板生産量

合板在庫量

(2) 合板（全国）

○ 合板の生産量、出荷量は令和元年10月以降、減少傾向にあったが、令和２年９月から増加に転じた。
○ 通常、原木の入荷量、消費量は、数ヶ月単位で増減を繰り返す傾向にあるが、新型コロナウイルス感染症等の影響

により令和２年４月以降の入荷量は急激に減少。９月からは増加に転じた。
○ 原木の在庫量については、増減を繰り返しつつ長期的に増加していたが、令和２年４月以降減少傾向にある。
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（万㎥） パルプ用チップの消費量・在庫量

資料：経済産業省
「経済産業省生産動態統計年報 紙・印刷・プラスチック製品・ゴム製品統計編」

（３） チップ（全国）

・パルプ用チップの消費について、輸入広葉樹チップが今年４月から激減。７月から回復傾向にあったが、11月は減
少に転じた。国産針葉樹チップも今年５月に大きく減少したが、６月から回復傾向。

・パルプ用チップの消費量は印刷・情報用紙の生産と連動していると考えられる。
・木質バイオマス発電向け燃料については、増加傾向が続いている。

輸入材広葉樹
チップ在庫

輸入材広葉樹
チップ消費

輸入材針葉樹
チップ在庫

国産材針葉樹
チップ消費

国産材針葉樹
チップ在庫

輸入材針葉樹
チップ消費

国産材広葉樹
チップ消費

国産材広葉樹
チップ在庫

出典：木材利用課調べ（～平成26年）、林野庁「木材需給表」（平成27年～）
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（万㎥）
間伐材等由来の木質バイオマス燃料利用量

資料：経済産業省「経済産業省生産動態統計年報
紙・印刷・プラスチック製品・ゴム製品統計編」
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96.5万 94.2万 90.5万
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（千戸） 新設住宅着工戸数の推移(H29～R2)

在来軸組 ２×４ ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ 非木造
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在来軸組 ２×４ ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ 非木造

51.7万戸 43.0万戸
（前年比17%減）

109.4万 78.8万

３ 住宅着工数の動向
(1)  住宅着工戸数の推移（平成20年１月～令和２年10月）

資料：国土交通省「住宅着工統計」

・昨年度の新設住宅着工戸数は、90.5万戸。そのうち、木造住宅は52.3万戸（57.8％）。
・令和２年度１～11月の木造住宅着工戸数は、42.9万戸（前年比10.7％減）。
・緊急事態宣言の発令により、大手・注文住宅の受注機会が大幅に減少した影響が懸念されたが、着工戸数全体として
は目立った落ち込みは見られない状況。

令和２年１～11月期
住宅着工戸数

総計 75.0万戸
（前年比10.0%減）

非木造 32.1万戸
（前年比9.0%減）

木質プレハブ 1.0万戸
（前年比10.9%減）

２×４ 8.5万戸
（前年比14.9%減）

在来木造 33.4万戸
（前年比9.6%減）

52.3万戸53.9万戸54.5万戸

木造住宅

木造42.9万戸
（前年比10.7%減）

年間着工数

リーマン
ショック

（前年比28%減）

（千戸）
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（２） 北海道地区の新設住宅着工（平成31年１月～令和２年11月）

資料：国土交通省「住宅着工統計」

・北海道地区の新設住宅着工戸数について、今年１～11月期の昨年同期の実績を比較すると、全体として２％減、
木造だけでみると３％減となっている。

10

■在来工法
■２×４
■木質プレハブ
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R1.1
～R1.11

R2.1
～R2.11 R2/R1

木造計 18,319 17,703 -3%

在来木造材 12,537 12,063 -4%

２×４ 5,459 5,263 -4%
木質
プレハブ 323 377 17%

非木造計 11,168 11,314 1%

合計 29,487 29,017 -2%



木材貿易動向について

令和３年１月



１ 木材輸出額

・木材輸出額について、１～11月期と昨年同期の実績を比較すると、1.7％増となっている。
・輸出額の約半分が中国向けであり、その大半が丸太輸出となっている。
・中国への丸太輸出は、今年１～３月に大きく落ち込んだが、その後は大きく増加し、１～11月期で対前年比21.7％
増となった。

1

（億円）
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中華人民共和国 フィリピン アメリカ合衆国 大韓民国 台湾 その他

R1.1～R1.11 R2.1～R2.11 R2/R1
合計 315.5 320.8 1.7%
中華人民共和国 145.2 153.1 5.5%
フィリピン 69.4 58.4 -15.8%
アメリカ合衆国 24.3 33.4 37.6%
大韓民国 26.6 27.6 3.9%
台湾 16.8 18.4 9.7%
その他 33.2 29.7 -10.5%
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（億円）（千ｍ3） 中国への丸太輸出

丸太輸出量（千ｍ3) 丸太輸出金額（億円） 総額（億円）

R1.1
～R1.11

R2.1
～R2.11 R2/R1

丸太輸出量（千ｍ3） 861.7 1,048.9 21.7%
丸太輸出金額（億円） 108.9 117.5 8.0%
中国向け木材輸出総額（億円） 145.2 153.2 5.5%
丸太単価（円／ｍ3） 12,636.7 11,206.4 -11.3%



（億円）
R1.1～R1.11 R2.1～R2.11 R2/R1

合計 740.9 576.6 -22.2%
アメリカ合衆国 405.0 424.3 4.8%
カナダ 204.0 66.2 -67.5%
ニュージーランド 48.0 35.7 -25.7%
その他 83.9 50.4 -40.0%

２ 木材輸入額
（１） 丸太・製材

・丸太の輸入について、１～11月期と昨年同期の実績を比較すると、22.2％減少。そのうち、アメリカ材は昨年並み
だが、カナダ材は約７割の激減。

・製材品についても同様に比較すると、全体で19.3％減。そのうちカナダ材が25.9％、アメリカ材が26.2％減少して
いる。

2資料：財務省「貿易統計」 ※ＨＳコード4403 資料：財務省「貿易統計」 ※ＨＳコード4407
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R1.1～R1.11 R2.1～R2.11 R2/R1
合計 2,131.0 1,719.2 -19.3%
EU 810.0 697.9 -13.8%
カナダ 565.3 419.1 -25.9%
ロシア 338.2 295.5 -12.6%
アメリカ合衆国 166.5 122.8 -26.2%
その他 251.0 183.9 -26.8%



（２） 合板・構造用集成材

・合板の輸入について、１～11月期と昨年同期の実績を比較すると、21.3％減少。そのうち、マレーシアは
28.8％の減となったが、ベトナムからは2.3％の増となっている。。

・構造用集成材についても同様に比較すると、全体で5.9％の増となっている。

3資料：財務省「貿易統計」 ※ＨＳコード4408、4412

資料：財務省「貿易統計」
※ＨＳコード441891291、441899231、441899232、441899239
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R1.1～R1.11 R2.1～R2.11 R2/R1
合計 1,692.7 1,332.5 -21.3%
インドネシア 586.1 484.3 -17.4%
マレーシア 526.6 375.2 -28.8%
中華人民共和国 303.2 246.6 -18.7%
ロシア 106.6 66.0 -38.1%
ベトナム 53.6 54.9 2.3%
その他 116.7 105.5 -9.6%
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EU ロシア 中華人民共和国 その他

（億円）
R1.1～R1.11 R2.1～R2.11 R2/R1

合計 371.5 393.3 5.9%
EU 326.5 350.2 7.3%
ロシア 31.5 27.6 -12.4%
中華人民共和国 13.3 15.2 14.6%
その他 0.2 0.3 23.5%



（３） チップ、ペレット

・チップの輸入について、１～11月期と昨年同期の実績を比較すると、27.8％減少。
・ペレットについても同様に比較すると、全体で20.7％の増となっており、そのうちベトナムから23.2％の増となっ

ている。

4資料：財務省「貿易統計」 ※ＨＳコード440121、440122 資料：財務省「貿易統計」 ※ＨＳコード440131
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（億円） チップ輸入額

ベトナム オーストラリア チリ 南アフリカ共和国 アメリカ合衆国 タイ その他
（億円）

R1.1～R1.11 R2.1～R2.11 R2/R1
合計 2,428.3 1,753.7 -27.8%
ベトナム 633.4 514.0 -18.9%
オーストラリア 515.7 322.5 -37.5%
チリ 357.3 305.4 -14.5%
南アフリカ共和国 270.5 151.4 -44.0%
アメリカ合衆国 172.2 115.5 -32.9%
タイ 146.1 80.0 -45.2%
その他 333.2 264.9 -20.5%
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（億円） ペレット輸入額

ベトナム カナダ その他

（億円）
R1.1～R1.11 R2.1～R2.11 R2/R1

合計 281 339 20.7%
ベトナム 147 181 23.2%
カナダ 110 111 1.2%
その他 24 46 95.2%



（４） 総額

・木材輸入額は、１～11月の前年同期比で18.9％の減少。そのうち、カナダ、オーストラリア、ニュージーランドな
どは、25％以上の減少。

5
資料：財務省「貿易統計」
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（億円） 木材輸入額（月別）（44類全体）

中華人民共和国 EU ベトナム インドネシア フィリピン
カナダ アメリカ合衆国 マレーシア ロシア オーストラリア
チリ ニュージーランド その他

（億円）
R1.1

～R1.11
R2.1

～R2.11 R2/R1

合計 10,787.9 8,744.7 -18.9%
中華人民共和国 1,385.8 1,201.7 -13.3%
EU 1,329.6 1,238.8 -6.8%
ベトナム 991.4 899.7 -9.2%
インドネシア 924.4 790.0 -14.5%
フィリピン 1,003.8 777.3 -22.6%
カナダ 960.6 660.8 -31.2%
アメリカ合衆国 806.5 715.1 -11.3%
マレーシア 806.4 611.8 -24.1%
ロシア 529.3 425.6 -19.6%
オーストラリア 530.6 336.2 -36.6%
チリ 451.9 361.9 -19.9%
ニュージーランド 306.0 229.0 -25.2%
その他 761.7 496.7 -34.8%
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